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絶縁用保護具耐電圧試験水槽治具
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表 1

絶縁用保護具耐電圧試験水槽治具

取扱代理店
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電気用ゴム手袋

電気用長靴

電気用安全帽

全ては安心と安全のために
IKシリーズ

定期点検時期がきたら…（電気用安全帽の場合）

『定置型』と『可搬型』を比べてみると…

1.IKシリーズをセッティング
2.点検対象品を水槽へセット
3.検査
4.点検にパスしたらそのまま着帽！ *2

外部委託点検 自主点検

内製化試験時試算(100個時)

定置型の場合 可搬型の場合

1.点検委託先へ連絡
2.点検実施スケジュールを調整
3.代替ヘルメットの準備
4.点検対象品の発送
5.点検
6.点検完了品の返送
7.点検完了品の受領

3分！3分！

*2 水槽から出したら水分はよく乾燥させてください。

*3 試験時間を１個あたり約 3 分とし、100 個試験した場合を約 5 時間としております。

・ヘルメット100個×単価￥3,000＝￥300,000
・代替ヘルメット
・外注管理費（送付・受領・員数確認・事務管理）
　人件費工数単価￥5,000×4H＝￥20,000
-------------  年あたり換算  ----------------
１年２回実施として

（￥300,000 +￥20,000）×2＝￥640,000

試験外注時試算(100個時)
・ヘルメット耐電圧試験装置￥1,400,000
＝計測器の法定減価償却費5年分￥280,000/年
・人件費工数単価￥5,000×5H *3＝￥25,000
--------------  年あたり換算  ----------------
イニシャルコスト+1年2回実施として
￥280,000＋￥25,000×2＝￥330,000

年あたり
約 64万

年あたり
約 33万

イニシャルコスト

円

円

0      1 年　　2 年　　3 年　　4 年　　5 年

初
期
投
資
費
用

140万

投資額回収

200 個 100 個
約31万削減！

2年で投資額回収！

*1標準価格は年度別価格表となり2020年12月まで有効です。*2型式試験用はお問い合わせください。

●このカタログの記載内容は、2019年12月現在のものです。　●ご購入につきましては、最新の仕様・価格・納期をご確認ください。　●記載されている会社名・製

品名は、各社の商標もしくは登録商標です。　●記載の仕様・形状等は改良等により予告なしに変更されることがあります。

ヘルメット耐電圧試験装置一式（自主試験用）*2

型名 製品名 標準価格

*1
*1
*1

*1
*1
*1

IK-10-HJ ヘルメット耐電圧試験水槽治具 ￥829,000
￥1,488,000

( 一式 )
7470 超高電圧耐圧試験装置 (AC10kV) ￥601,000
7470/REC 7470 検査成績書 ￥24,000
1928 リモートコントローラボックス ￥34,000

絶縁防具耐電圧試験装置一式（自主試験用）
型名 製品名 標準価格
IK-10-AJ 絶縁防具耐電圧試験水槽治具 ￥1,160,000

￥1,819,000
( 一式 )

7470 超高電圧耐圧試験装置 (AC10kV) ￥601,000
7470/REC 7470 検査成績書 ￥24,000
1928 リモートコントローラボックス ￥34,000

*2

約1週間!

点検するものを
集めて

終わったら
結果をチェック
して

専任者が
必要??

代わりのものを
用意して

検査器のある場所まで行くなら
まとまった数を一度にやらないと
時間もコストもかかりそう…でも―

点検の必要な安全帽が現場にあった！

煩雑な作業が多い！煩雑な作業が多い！

現場へ検査器を
持ち込んで

現場で検査！

誰でも
できる!

安全に
できる!

すぐに
できる!

これも一緒に
点検して
もらおうかな

自主試験方法は、労働安全衛生規則第351条より規定されており、6か月に1回、絶縁用保護具の絶縁性能の確
認をすることが義務付けられております。
検査方法と環境は、JIS T 8010（絶縁用保護具・防具類の耐電圧試験方法）、JIS T 8112（電気用ゴム手袋）、JIS 
T 8131（産業用電気安全帽）に以下のように規定されております。

JIS T 8010 / JIS T 8112 / JIS T 8131 規格試験情報

■ オーダー情報

● 自主試験方法について
試験電圧10kVの電圧にて、電源周波数60Hzの場合、10mA以下の漏えい電流であることを前提に、電
圧を規定電圧の75%まで適宜上昇させ、それ以降1秒間に約1kVの変化幅で電圧を加えたときの漏え
い電流を測定します。
さらに、10kVに達成した後、1分間耐えること（10mA以下であること）を確認します。

*1 当社が調べた平均的な日数です。

急な場合
でも…

3cm 7cm 7cm

JIS T 8131
電気用安全帽

JIS T 8112
電気用ゴム手袋

JIS T 8010
電気用長靴

● 水中試験環境
供試物の内部を水で満たして水槽中に固定し、供試物の内側と外側の水を電極として行う試験です。

*1
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